
田村一男（1904～97年）は、信州の山々に親しみ、日本の大地を愛した画家です。20

歳を過ぎて訪れた蓼科高原の雄大な景色に魅せられ、生涯を通じて日本の高原風景を

主題としてきました。とくに田村は、毎年のように信州を訪れ、信州の風景を題材に

した作品を数多く残しています。こうした高原風景には、田村が自身の肌で感じた自

然の厳しさと大地のぬくもりがそこはかとなく漂います。

今回の展示では、70年余りにわたる田村の画業から、四つの題材を選んでご紹介しま

す。まず一つ目は生涯を通じて描き続けた山のひとつ「桜島」、二つ目は春の訪れを

告げる「桜」のある風景、三つ目は1970年代後半から80年頃にかけて取材を続けた滋

賀県の「比良山地」、そして四つ目は初期から晩年まで幾度となく画題となった「御

射山高原」です。田村の視線で選びとった日本の風景を、作品を通じてお楽しみいた

だければ幸いです。

田村一男記念展示室 2015年5月8日[金]～9月6日[日]
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北信濃(1984年)

左上）春容(1960年)／左下）北の国(1981年)
右上）薩南雪天（1970年）
右下）しだれ桜(六地蔵寺)（1990年）
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